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「愛経4号」における育苗時の施肥量が頂果房の心止まり株の発生及び

収量に及ぼす影響 
 

嶋本千晶1)・大川浩司1) 
    

摘要：「愛経4号」の促成栽培において、頂果房の心止まり株の発生を抑制するため、育苗時の施

肥量が心止まり株の発生及び可販果収量に及ぼす影響を調査した。7.5 cm径ポットに子株を受け、

子株の切り離し後から定植までの育苗日数を30日とした場合、切り離し後に無施肥では、葉柄中

硝酸イオン濃度は200～300 ppmを推移し、心止まり株は30％発生した。一方、被覆肥料を用いて

窒素成分で50 mgを施肥した場合、定植22～5日前の葉柄中硝酸イオン濃度は590～1230 ppmに

高まり、心止まり株は発生しなかった。また、無施肥と比較して可販果収量は増加した。 
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緒言 

 
愛知県は2021年に愛知県経済農業協同組合連合会と共

同で、イチゴ新品種「愛経4号」を育成した1)。「愛経4号」は頂

果房の出蕾が「章姫」よりも早い、平均一果重が「紅ほっぺ」

や「ゆめのか」よりも重い、可販果収量が多収性の「章姫」と

同程度といった長所がある。一方で、頂果房の心止まり株が

発生しやすく、「愛経4号」に適した栽培管理の検討が必要と

されている。 
心止まり株は、葉腋芽の発育が停止、もしくは、葉腋芽が

ランナー化、葉腋芽でなく花芽が分化することで発生する。

心止まり株は「紅ほっぺ」や「とちおとめ」などの品種で発生し

やすく、育苗後半の肥料不足が原因で生じるとされている2-

4)。「とちおとめ」では、育苗中の窒素肥効の低下が発生誘因

となり、花芽分化後に窒素吸収が少ない場合は葉腋芽が発

育を停止し、窒素吸収が多い場合は葉腋芽がランナー化し

て、心止まり株が発生すると考えられている2)。また、肥料切

れした老化苗を定植すると葉腋芽でなく花芽が分化しやす

い、高温長日条件下では葉腋芽がランナー化しやすいこと

も知られている5)。心止まり株が発生すると、新葉の展開がな

くなり、葉数に比べて着果数が多いことにより、収量や果実

品質が低下する場合がある。しかし、「愛経4号」において、

心止まり株の発生を抑制する適切な施肥量は明らかになっ

ていない。本研究では、促成栽培において、育苗時の施肥

量が頂果房の心止まり株の発生及び収量に及ぼす影響に

ついて検討した。 
 

材料及び方法 

 

1 試験区 

ランナー子株の切り離し後から定植まで、肥料を施用しな

い区(0 mg区)及び窒素成分で1株当たり25 mgを施肥した区

(25 mg区)、50 mgを施肥した区(50 mg区)の3区を設けた。肥

料は被覆肥料(エコロング413-40、ジェイカムアグリ株式会

社、東京)を用いた。肥料は不織布に入れ、子株を切り離し

た後、1株ごとに培土の表面に置き、定植時に取り除いた。 
 
2 耕種概要 

供試品種として「愛経4号」を用いた。育苗は愛知県農業

総合試験場内の硬質フィルムハウス(間口7.2 m、奥行25 m、

軒高3.2 m)において行った。育苗圃では、天窓は降雨時を

除き常時全開、側窓は常時全開とした。親株の給液は、園

試処方1000 L当たりに微量要素肥料(OATハウス5号、OAT
アグリオ株式会社、東京)を50 g添加した培養液をEC0.3～

0.6 dS・m-1に希釈して、株当たり200～800 mL・日-1行った。

2022年7月25日にランナー子株を7.5 cm径スリットポットに受

けた。ポットには培土(らくらくトレイ専用培土、片倉コープア

グリ株式会社、東京、表1)を8.5割程度充填した。子株の切り

離しは8月17日に行った。切り離しから定植までの育苗日数

は30日とし、摘葉は展開葉2枚を残すように随時行った。子

株を受けてから定植までの潅水は、晴天時では9時と13時

に、曇天時では9時に、ポットから溢れる程度に行った。 
定植後の栽培は育苗圃とは別の硬質フィルムハウス(間口

12 m、奥行17 m、軒高3.2 m)において行った。定植は9月16
日に有機培土(ゆりかごソイル肥料なし、三河ミクロン株式会

社、愛知)を詰めたプランター(ゆりかごBox、トーホー工業株

式会社、 愛知)に、株間21 cmで行った。収穫は11月11日か

ら頂果房の収穫終了時の2023年2月13日まで週2回行った。

定植後の給液は、親株の給液と同じ培養液をEC0.3～0.9 dS
・m-1に希釈して、株当たり200～300 mL・日-1行った。本圃に
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おける換気、加温及び二酸化炭素(CO₂)施用の制御は、統

合環境制御機器(Profarm-Controller、株式会社デンソー、ト

ヨタネ株式会社、愛知)を用いて行った。温度管理は、天窓

及び側窓を用いた自然換気と灯油燃焼式温風暖房機(小型

温風機KA-205、ネポン株式会社、東京)を用いた加温により

行った。換気の設定温度は27℃、加温の設定温度は8℃とし

た。CO2施用は、光合成促進機器(グロウエアCG-254S2、ネ

ポン株式会社、東京)を用いて11月1日から2023年2月13日

まで行った。CO₂施用の設定濃度は、施設外日射強度が100
～200 w･m-2の場合400 ppm、200 w･m-2以上の場合500 ppm
とした。また、換気によるCO₂の流出を抑制するため、天窓開

度が30％以上の場合は設定濃度を400 ppmとした。 

 
3 調査項目 

窒素溶出量の分析は、不織布の中から肥料を取り出し、

蒸留水の中で肥料の被覆材を破り、肥料成分を溶出させた

上澄液を供試した。窒素濃度は土壌オートアナライザー

(AA-2、ビーエルテック株式会社、東京)で測定した。窒素溶

出量は、窒素濃度に上澄液の希釈倍率を乗じて算出した。

硝酸イオン濃度は、完全に展開した新葉から2枚目となる展

開第2葉の葉柄汁液を供試し、硝酸イオンメータ(LAQUA 
twin-NO3-11C、株式会社堀場アドバンスドテクノ、京都)で測

定した。これらの調査は定植苗とは別に各区3株を抽出し、3
～5日間隔で行った。 

定植苗の生育は、各区3株を抽出し、展開第2葉の葉幅及

び葉身長、クラウン径を測定した。新鮮重は、展開葉2枚に

摘葉した後の地上部を採取し測定した。乾物重は、新鮮重

を測定後、70℃で3日間通風乾燥して測定した。乾物率は乾

物重を新鮮重で除して算出した。 
出蕾調査は週3回行い、平均した日を出蕾日とした。収穫

調査は頂果房の果実のみ行った。頂果房収穫終了時まで

週2回行い、果実重量7 g以上の可販果を対象とした。調査

は1区10株で3反復行った。 
 

結果 

 

1 窒素溶出量 

被覆肥料の窒素溶出量の推移を図1に示した。25 mg区で

は8月20日から29日まで段階的に溶出し、29日に全体の80
％である19.9 mgが溶出した。その後9月11日まで溶出量に

大きな変化はなかった。50 mg区では8月20日から9月11日ま

で段階的に溶出し、11日に全体の80％である39.8 mgが溶出

した。 
 

2 葉柄中硝酸イオン濃度 

葉柄中硝酸イオン濃度の推移を表2に示した。施肥前の

硝酸イオン濃度は230～260 ppmで、すべての試験区で概ね

同様であった。施肥期間中の硝酸イオン濃度は、0 mg区で

は200～300 ppmを推移した。25 mg区では、8月29日まで0 
mg区と同様の値を推移し、9月2日に630 ppm、9月6日に410 
ppmを示した。50 mg区では、8月25日から徐々に上昇し、9
月11日に1230 ppmを示した。定植前日である9月15日には、

すべての試験区で250～260 ppmを示した。 
 

表1 育苗培土の化学性  

pH(H2O) 
(土:水=1:5) 

EC T-C T-N 可給態 

リン酸 
交換性塩基 

K2O CaO MgO 
(dS・m-1) (g・kg-1) (g・kg-1) (g・kg-1) (g・kg-1) (g・kg-1) (g・kg-1) 

5.2 0.1 52.4 1.4 3.58 0.78 6.04 1.68 

 

 
図1 被覆肥料の窒素溶出量の推移 
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表2 施肥量が子株の葉柄中硝酸イオン濃度に及ぼす影響  

試験区 

葉柄中硝酸イオン濃度1) 
施肥前

(8/17) 
8/20 8/25 8/29 9/2 9/6 9/11 9/15 

(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) 

 0 mg区 230 200 270 240 300 260  280 250 

25 mg区 250 210 300 240 630 410  260 260 

50 mg区 260 240 590 670 800 740 1230 260 
 

1) 展開第2葉の葉柄を調査 
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3 定植苗の生育 

定植苗の生育を表3に示した。葉幅及び葉身長は、0 mg
区及び25 mg区に対して50 mg区で有意に長かった。一方、

クラウン径は試験区間で差が見られなかった。新鮮重は試

験区間で差が見られなかったが、乾物重は50 mg区におい

て株当たり2.6 gと試験区間で最も重く、乾物率は施肥量が

多いほど高かった。 
 

4 定植後の生育及び収量 

頂果房の生育を表4に示した。出蕾日は、施肥量が多い

ほど遅れる傾向があり、50 mg区では0 mg区に対して9日遅

かった。心止まり株の発生率は、0 mg区で30%、25 mg区で

10%、50 mg区で0%であり、施肥量が増加するほど低下し

た。頂果房の収量を表5に示した。1株当たりの可販果数及

び可販果収量は、施肥量が多いほど増加する傾向があり、

それぞれ、0 mg区では12.7果、256.4 gで、50 mg区では17.2
果、342.7 gであった。一果重は試験区間で有意な差は見ら

れなかった。 
 

考察 

 

「紅ほっぺ」では、育苗日数を約50日として9 cm径ポットに

子株を受けた場合、切り離し後に窒素成分で100 mgを施肥

し、さらに、定植の5日前と2日前に窒素成分で3.5 mgを追肥

することで、定植時の硝酸イオン濃度は40 ppm程度に高ま

り、心止まり株の発生が抑制できたと報告している3)。一方、

「愛経4号」では定植時の硝酸イオン濃度が260 ppm程度で

あっても心止まり株は発生した。「紅ほっぺ」では展開第3葉

の硝酸イオン濃度を測定していたが、本研究では育苗時に

展開葉を2枚残して随時摘葉を行ったため、展開第2葉の硝

酸イオン濃度を測定した。「愛経4号」において葉位ごとの硝

酸イオン濃度を調査したところ、展開第2葉は第3葉より50 
ppm程度高かった(データ略)。このことを考慮しても、葉柄中

硝酸イオン濃度と心止まり株の発生の関係は品種により大き

く異なると考えられた。 
本研究において、定植時の硝酸イオン濃度が概ね同様の

値であったにもかかわらず、試験区により心止まり株の発生

率が異なったことから、切り離し後から定植までの硝酸イオン

濃度が心止まり株の発生に大きく影響すると考えられた。0 
mg区では、切り離し後から定植までの硝酸イオン濃度は200
～300 ppmを推移し、心止まり株は30％発生した。25 mg区で

は、9月2日に630 ppm、6日に410 ppm、これ以外の調査日で

は0 mg区と同様の値を示し、心止まり株は10％発生した。25 
mg区で0 mg区より心止まり株の発生が少なかったのは、9月

2日から6日まで、すなわち定植14日から10日前の硝酸イオ

ン濃度が高かったことが影響したと考えられた。また、50 mg
区では、8月25日から徐々に上昇し9月11日に1230 ppmを示

し、心止まり株は発生しなかった。これは8月25日から9月11
日まで、すなわち定植22日から5日前の硝酸イオン濃度が全

体的に高かったことが影響したと考えられた。したがって、定

植22日から5日前の50 mg区における硝酸イオン濃度であれ

ば葉腋芽の発育を誘導し、心止まり株の発生を抑制できたと

考えられた。 
なお、本研究で用いた被覆肥料は、25℃で保証成分の80

％が溶出する日数を名称に用いているが、溶出量は温度に

依存し、温度が高いと溶出量が多くなる6)。本研究で80％溶

表3 施肥量が定植苗の生育に及ぼす影響  

試験区 
葉幅1) 葉身長1) クラウン径2) 新鮮重2) 乾物重2) 乾物率3) 
(cm) (cm) (mm) (g・株-1) (g・株-1) (%) 

 0 mg区 13.2 b 7.8 b 8.8 a 8.9 a 1.8 ab 20.6 c 

25 mg区 13.3 b 7.7 b 8.3 a 6.7 a 1.7 b 25.7 b 

50 mg区 17.6 a 9.7 a 7.9 a 7.8 a 2.6 a 33.2 a 
 

9月17日調査 
Tukey法により同列の異なる文字間には5％水準で有意差あり(乾物率は逆正弦変換後に統計処理した) 

1) 展開第2葉 
2) 展開第2葉がついた状態 
3) 乾物重(g・株-1)/新鮮重(g・株-1)×100 

表4 施肥量が頂果房の生育に及ぼす影響  

試験区 
出蕾日 心止まり株率 

平均 標準偏差 (%) 

 0 mg区 10月17日 12.2 30 

25 mg区 10月18日 14.1 10 

50 mg区 10月26日 15.2  0 

 

表5 施肥量が頂果房の収量に及ぼす影響  

試験区 
可販果数 可販果収量 一果重 
(果・株-1) (g・株-1) (g・果-1) 

 0 mg区 12.7 b  256.4 b  20.2 a 

25 mg区  16.0 ab  297.9 ab 18.7 a 

50 mg区 17.2 a  342.7 a  20.0 a 
 
収穫期間2022年11月11日～2023年2月13日 
Tukey法により同列の異なる文字間には5％水準で有意差あり 
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出した日数が想定した40日より早かったのは、ハウス内の気

温が高かったことが一因と考えられた。8月20日から31日まで

のハウス内における日最高気温の期間中平均値は36℃、日

平均気温の期間中平均値は28℃であった(データ略)。気象

条件等により、硝酸イオン濃度が50 mg区の濃度に達してい

ない場合は、液肥などの速効性の肥料を用いて、硝酸イオ

ン濃度を高める必要があると考えられた。 
育苗時の施肥管理は生育や頂果房の花芽分化にも影響

を及ぼす。育苗時の施肥量が多いほど、定植苗の生育は旺

盛になり、花芽分化は遅れる4,7)。本研究においても、施肥量

が多いほど、葉幅や葉身長が長くなり、出蕾日は遅れる傾向

が見られた。50 mg区の収穫開始日は12月15日で、0 mg区よ

り12日遅れた(データ略)。一方で、施肥量が多いほど頂果房

の可販果数及び可販果収量は増加する傾向がみられた。本

研究では、育苗時に施用した肥料は定植時に取り除き、定

植後は試験区間で同じ給液管理を行った。このことから、育

苗時の施肥量の違いは頂果房の可販果数および可販果収

量に影響を及ぼすと考えられた。 
ポットサイズの違いは苗の生育に影響し、ポットサイズが小

さいと定植時は小苗になる傾向がある8,9)。「紅ほっぺ」では、

ポットサイズに応じて、育苗日数を45～60日程度に設定し、

切り離し後に窒素成分で50～100 mg施用することを推奨し

ている10)。育苗日数30日で7.5 cm径ポットを用いた本研究の

場合、切り離し後に窒素成分で50 mg施用するのは、「紅ほ

っぺ」の施肥方法と比較しても育苗時の施肥量としては妥当

な量と考えられる。「愛経4号」において、ポットサイズや育苗

日数の違いによる心止まり株の発生を抑制するための適切

な施肥量については今後検討する必要がある。 
以上から、「愛経4号」の促成栽培において、子株の切り離

し後から定植までの育苗日数を30日として7.5 cm径ポットで

栽培する場合、切り離し後の施肥量として窒素成分で50 mg
を施用し、定植22～5日前の葉柄中硝酸イオン濃度が590～

1230 ppmに高まると頂果房の心止まり株の発生が抑制でき

ることを明らかにした。無施肥や25 mgを施用した場合に比

べて、頂果房の出蕾が遅れるものの、増収が可能になると考

えられた。 
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